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（１）概要 

県立広島大学は広島県の公立大学で、特色ある３つのキャンパスに約 2,500人の学生が学んでいます。 

確かな“教育力”と質の高い“研究力”を備えた、中四国・九州屈指の公立大学です。 

また、広島県には原爆ドームと厳島神社という２つの世界遺産があり、留学生の皆さんは、本学に留学しながら 

日本のさまざまな平和・文化・歴史について学ぶことができます。 

現在、約 80人の留学生が在籍しており、交換留学生も毎年受け入れています。これまで、本学で日本の学問 

と文化を学んだ優秀な留学生を数多く世界に輩出してきました。皆さんとも、この交換留学プログラムを通して交流 

できることを期待しています。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 
（２）学部学科・研究科・専攻 

広島キャンパス（1 学部２学科 3 コース，２研究科３専攻） 

●地域創生学部(*) 地域創生学科（国際共生コース、経営コース、健康科学コース） 

情報学科 

*３年生以上は、学部再編前のコース：地域文化コース、地域産業コース（経営分野／情報分野）、健康科学コースのいずれかに 
所属します。 

●総合学術研究科 人間文化学専攻、情報マネジメント専攻（修士課程） 

●経営管理研究科 ビジネス・リーダーシップ専攻（修士課程） 

庄原キャンパス（1 学部 2 学科 2 コース，1 研究科 1 専攻） 

●生物資源科学部 地域資源開発学科 

生命環境学科（生命科学コース、環境科学コース） 

●総合学術研究科 生命システム科学専攻（博士課程前期、博士課程後期） 

三原キャンパス（1 学部１学科 5 コース，1 研究科 1 専攻） 

●保健福祉学部 保健福祉学科 
（看護学コース、理学療法学コース、作業療法学コース、 
 コミュニケーション障害学コース、 人間福祉学コース） 

●総合学術研究科 保健福祉学専攻（博士課程前期、博士課程後期） 

※シラバス検索 https://www.pu-hiroshima.ac.jp/site/course-catalog/ 

  

1．県立広島大学について 

https://www.pu-hiroshima.ac.jp/site/course-catalog/


 

 
 

留学生の皆さんが充実した留学生活を送ることができるよう、本学ではさまざまな支援を行っています。 

（１）宿舎の手配 

広島キャンパス    借り上げ宿舎：月額 約 70,000円 

（光熱費、Wi-fi費用、共益費、家具家電レンタル費用込み） 

 

庄原キャンパス    留学生宿舎：月額 約 25,000～35,000円程度（光熱費、Wi-fi費用、共益費込み） 

※光熱費は個人・季節によって異なります。 

 

三原キャンパス     ご希望の場合は別途ご相談ください。 

 

（２）バディ制度 バディ制度は、新入留学生が日本での生活に早く慣れるようサポートする、県立広島大学のバディ

学生による支援制度のことです。同世代なので何でも気軽に相談することができます。留学生が来

日直後に役所で行う手続きをサポートしたり、国際交流イベントを企画したりします。 

 

（３）広島スタディツアー 県内の様々な場所を日帰りで訪問し、広島の「平和・文化・産業・自然」について学びます。 

ツアーは３キャンパス合同で行うため、他のキャンパスも含め多くの留学生や日本人学生と交流を

深めることができます。その他、各キャンパスで日帰りツアーなども実施します。 

 

（４）国民健康保険 日本に住所がある方は必ず国民健康保険に加入し、毎月保険料を払わなければなりませんが、

病院での治療費が大きく減額されるため、安心して勉強やイベントに参加できます。 

 

（５）傷害・賠責保険 大学での活動中や通学途中に起こった事故により、自分が怪我をしたり、他人に怪我をさせた

り、他人の物を損壊したりした場合などに補償するものです。安心して留学生活を送るために、

すべての留学生に加入していただきます。 

費用は、留学期間を対象として 1,340円です。（2026年９月現在） 

 

  

2．留学生支援について 

（学研災） 

 



 

 

 

 

（１）受入人数 同一の時期に在籍する交換留学生の数は、１協定校当たり 最大５名です。  

※ただし、学部・専攻の状況や研究領域によって、受入人数がこれより少なくなる場合があります。 

※国立中興大学生命科学院からは、生物資源科学部 及び 生命システム科学専攻へのみ受入可 

 

（２）受入期間 2 つの期間から選べます。 

① １学期間（2027年 4月～2027年８月） 

② ２学期間（2027年 4月～2028年２月） 

※８月６日～９月 23日 夏季休業、２月８日～ 春季休業（2026年度の場合） 

 

（３）資  格 以下のすべてを満たしており、在籍大学がそれを確認していること 

① 心身ともに健康で留学に支障がないこと 

② 協定校の学部または大学院生で、在籍大学から推薦される者 

③ 留学に要する経費の支弁能力があること 

④ 各学部・専攻科が提示する語学力を満たしていること（下表参照） 

  【学部】 

学部 語学力（日本語/英語） 備考 

地域創生学部 JLPT Ｎ１相当以上 【国際共生コース（地域文化コース）を希望する場合】 

申請時に N1 を取得していなくても、留学開始後に N1 相当に達

する見込みがある者は受け入れる場合があります。その場合でも

N2合格の証明書が必要です。該当する場合は事前に国際交流

センターにご相談ください。 

【健康科学コースを希望する場合】 

事前に国際交流センターにご相談ください。 

生物資源科学部 ・研究指導の場合：英語能力 CEFR B1 以上

※併せて、JLPT N5 相当以上の日本語力を有し

ていることが望ましい。 

・それ以外の場合： JLPT N２相当以上 

研究指導を希望する場合は、必ず事前に本学ウェブサイトで研究

領域を確認のうえ、「事前協議シート」を提出してください。 

研究指導の場合も、JLPT を受験し、合否にかかわらずスコアを提

出すると選考において優位になることがあります。 

保健福祉学部 JLPT Ｎ１相当以上 事前に国際交流センターにご相談ください。 

   

【大学院】 

大学院を希望する場合は、必ず事前に本学ウェブサイトで研究領域を確認のうえ、ノミネーション時に「事前協議シート」を提出 

してください。 

専攻 語学力（日本語/英語） 備考 

人間文化学専攻 JLPT Ｎ２相当以上  

情報マネジメント専攻 JLPT Ｎ２相当以上 英語による授業を希望する場合は、事前に国際交流センターにご

相談ください。 

生命システム科学専攻 英語能力 CEFR B1以上 ※併せて、JLPT 

N5 相当以上の日本語力を有していることが望ま

しい。 

JLPT を受験し、合否にかかわらずスコアを提出すると選考において

優位になることがあります。 

保健福祉学専攻 JLPT Ｎ３相当以上 事前に国際交流センターにご相談ください。 

  

3．交換留学について 



 

 

（４）履修時間 学部生は 1週間に最低 7 コマ以上履修すること（週 10時間以上） 

              ※研究指導を希望する場合は、指導教員の指示に従い、原則平日の日中は研究室に来ること 

 

（５）申請方法 在籍大学によるノミネーションの後、必要書類を E メールで提出して下さい。 

【重要】 

※ノミネーションリスト、事前協議シート（該当者のみ）、申請書類の提出は、すべて在籍大学を通

して行ってください。個人での申し込みは受け付けません。 

※書類の提出は、下記の締切りを厳守してください。締切り以降の申し込みは受け付けません。 

※大学院生、及び生物資源科学部で研究指導を希望する学部生は、事前に研究領域のマッチン

グを行います。希望する研究テーマと指導教員を「事前協議シート」【指定様式】に記入して、ノミ

ネーションリストと一緒に提出してください。教員からのフィードバックをお伝えしますので、それを基に

学習計画書を作成してください。 

※研究テーマを記入する際は、必ず事前に本学のウェブサイトなどで研究領域を確認してください。 

研究領域が異なると判断した場合、受入不可となる可能性があります。 

（参考）人間文化学専攻、 情報マネジメント専攻、 生命システム科学専攻・生物資源科学部、 

保健福祉学専攻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（B）出願（申請書類提出）  締切り：10月 30日  

学習計画書の作成 

及び その他の書類の準備 

（A）ノミネーションリスト 及び 

 事前協議シートの提出 

締切り：10月 2日 

（A）ノミネーションリストの提出 

大学院生、及び生物資源科学部で 

研究指導を希望する学部生 
左記以外の学部生 

学習計画書以外の書類の準備 

PUH教員からのフィードバック 

（10月 16日ごろ） 

 

学習計画書の作成 

https://www.pu-hiroshima.ac.jp/uploaded/attachment/24336.pdf
https://www.pu-hiroshima.ac.jp/uploaded/attachment/24404.pdf
https://www.pu-hiroshima.ac.jp/uploaded/attachment/24338.pdf
https://www.pu-hiroshima.ac.jp/uploaded/attachment/24340.pdf


 

 

（６）提出書類 （A）ノミネーション：10月 2日まで 

① ノミネーションリスト 【指定様式】 

 ② 事前協議シート 【指定様式】 ※該当する場合 

（B）出願：10月 30日まで 

① 外国人学生入学願 【指定様式】 ※日本語で作成し、Word ファイルで提出 

 ② 学習計画書 【指定様式】 ※日本語で作成し、Word ファイルで提出 

 ③ 推薦書 

 ④ 成績証明書 

 ⑤ 在学証明書 

 ⑥ 日本語能力証明書（JLPT等の公的試験結果） 

 ⑦ 経費支弁書 【指定様式】 

⑧ 確認書 【指定様式】 

⑨ 健康診断書（医療機関記入） 【指定様式】 

 ⑩ パスポートの写し 

 ⑪ 在留資格認定証明書交付申請書 【指定様式】 

   ※日本語または英語で作成し、Excel ファイルで提出 

 ⑫ 証明写真データ（4cm×3cm） 

 

 

（７）提出先 県立広島大学 国際交流センター 

               Email：puh-ie-s@pu-hiroshima.ac.jp 

 

（８）来日までの流れ   

     

 

 

 

 

  

ノミネーションの後、上記（６）の書類を E メールで提出（締切り厳守） 

受 入 審 査 

県立広島大学が 在留資格認定証明書（CoE）を代理申請 

受 入 決 定（入学許可書発行） 

CoE交付 (メールで送付) 

 

 
日本大使館等でビザ申請、来日 

 

※ 申請人本人のみが撮影されたもの  

※ 加工されていないもの 

（輪郭や目の大きさなど） 

※ 無帽で正面を向いたもの  

※ 背景（影を含む）がないもの  

※ 鮮明であるもの  

※ 提出の日前３か月以内に撮影されたもの 

※ JPEGファイルで提出すること 

※ファイル名には①～⑫の番号を付けて、 

③～⑩は PDF ファイルで提出すること。 

mailto:puh-ie-s@pu-hiroshima.ac.jp


 

 

 

（１）気候と季節  山と海の自然に囲まれた広島県では、四季折々の魅力に触れることができます。 

（２）交通   広島市内は路面電車やバスなどの交通網が発達しているため、どこへ行くにも便利です。 

（３）観光名所  広島には、世界遺産の厳島神社や原爆ドームの他、歴史的な建造物も多数あります。 

その他にも、自然豊かな観光名所が多くあります。 

 

 

 
 

宮島（廿日市市）      原爆ドーム（広島市）      帝釈峡（庄原市）       千光寺公園（尾道市） 

       

（４）特産品   牡蠣と広島風お好み焼きは、全国的に有名です。その他、もみじ饅頭（広島の県花・県木のもみじ 

を象った饅頭）、熊野筆（熊野町で作られる日本の伝統工芸品）など 

 

 

 

 

 

                             お好み焼き                                もみじ饅頭                             熊野筆 

 

 

お問い合わせ 

県立広島大学 国際交流センター 

●住所：〒734-8558 広島市南区宇品東一丁目 1－71 

●Tel：+81-82-251-9607 

●Tel：+81-82-251-9781 

●Email：puh-ie-s@pu-hiroshima.ac.jp 

●Web：https://www.pu-hiroshima.ac.jp/site/international/ 

 

 

4．広島県について 

   

Tel:082-251-9720
Tel:082-251-9720
mailto:puh-ie-s@pu-hiroshima.ac.jp
https://www.pu-hiroshima.ac.jp/site/international/

